
［成果情報名］ 市販のセンサを用いた「やぶきた」一番茶収量推定技術の開発

［要 約］ 市販のセンサを用いて茶樹冠面の植生指数を計測することによって、「やぶきた」

一番茶における収量を推定する技術を開発した。
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［背景・ねらい］

近年、担い手への茶園集積が進められており、一経営体当たりの管理面積が増加傾向に

あることから、生産現場からは省力的に新芽の生育状況を把握する技術の開発が求められ

ている。そこで、本研究では市販のセンサを用いて茶樹冠面の植生指数を測定し、一番茶

の収量を推定する技術を開発した。

［成果の内容・特徴］

１ 可搬型 NDVI 測定センサ「GreeenSeeker２」（ニコントリンブル製）を用いて一番茶の

樹冠面の植生指数 NDVI を測定することで、収量を推定する技術を開発した(図１、２)

。

２ 得られた NDVI（以下「GS-NDVI」）から収量を推定するモデルを作成し、これを元に

早見表を作成した。同モデルは、主要品種「やぶきた」のほか、「山の息吹、おおい

わせ、さやまかおり」でも利用可能である。

３ 一方、多収性品種「つゆひかり」では、同じ推定モデルが利用できないため、専用の

推定モデルを開発中である。

４ センサはすでに販売中であり、一般生産者も入手可能である。

［成果の活用面・留意点］

１ 同機種でも機器により測定誤差があるため、使用開始前に補正が必要である。

２ 樹冠面から１ｍ上で測定する必要がある。測定距離により得られる値が異なるため、

普及には測定方法の研修等が必要である。

＜様式（研究成果情報）＞



［具体的データ］

表１ GS-NDVI 早見表（対応品種：やぶきた、山の息吹、おおいわせ、さやまかおり）
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図１ GreenSeeker２ 図２ GS-NDVI と収量の関係性

GS-NDVI
推定収量

(kg/10a)
GS-NDVI

推定収量

(kg/10a)

0.86 以下 200 以下 0.90 600

0.87 300 0.91 700

0.88 400 0.92 800

0.89 500 0.93 以上 800 以上


